





























































































専任および客員教員各 1名と日本側派遣教員 2名の計 4名が共同で担当している。この授業では
5月初旬のメーデー休暇をはさんで、前半は『外国語教育リサーチマニュアル』（4）等の講読を通
して具体的な言語教育研究方法を理解しながら、各自の研究テーマをもとに研究課題を具体化さ








































































































の評価の 3点から分析する。図表 4は、学生 8名（A～H）の個人インタビューの内容を、上記
（1）から（3）に分類し、その概要をまとめたものである。
また、図表 5は、学生 8名が 1人ずつ記入して提出した「研究計画完成度グラフ」を 1つのグ
ラフにまとめたものである（以下、グラフ）。①～⑦は修論研究指導の各時期（図表 3参照）を
示す（7）。












































































































































































































































・深尾誠訳 原版 Gergen, K.J．（1994）Realities and Relationships : Soundings in social construction. President





































＊資料 B：各学期の授業科目（図表 2）と後期の研究指導スケジュール（図表 3）の一覧
表。
非母語話者教師の日本語教育研究における研究課題の設定過程について
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